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だ
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 第９回 
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ご案内

一般社団法人北海道保険医会

 011­ 231­ 6281TEL

　
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」と
い
う

小
説
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
も
と
も
と
児
童
向
け
の

話
だ
っ
た
が
、
旧
日
本
軍
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
史
上
最
悪

の
作
戦「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
」

を
背
景
に
し
て
い
る
。
映
画

以
外
の
記
憶
が
な
く
、
監
督

が
市
川
崑
だ
と
い
え
ば
、
な

る
ほ
ど
だ
か
ら
覚
え
て
い
る

の
か
と
思
う
。
狂
っ
た
よ
う

な
日
本
軍
幹
部
の
命
令
の
ま

ま
、
大
勢
の
命
が
消
え
て
ゆ

く
姿
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
名
前

を
変
え
た
こ
の
国
の
今
の
悲

惨
な
状
態
に
映
像
が
重
な
っ

て
い
く
▼
１
３
５
も
の
民
族

が
あ
り
、
多
数
派
ビ
ル
マ
族

は
他
部
族
と
長
年
不
信
感
や

嫌
悪
感
を
募
ら
せ
て
き
た
。

ク
ー
デ
タ
ー
は
そ
う
し
た
問

題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み「
真

の
民
主
的
な
連
邦
国
家
を
築

く
機
会
に
な
っ
た
」
と
「
連

邦
議
会
代
表
委
員
会
」（
Ｃ
Ｒ

Ｐ
Ｈ
）
は
臨
時
政
府
と
し
て

承
認
す
る
よ
う
に
訴
え
て
い

る
。
国
軍
が
多
数
派
で
あ
る

ビ
ル
マ
族
市
民
を
も
虐
殺
し

て
い
る
現
状
に
、「
国
軍
と
彼

ら
が
主
導
す
る
軍
国
主
義
は

ど
の
民
族
に
も
共
通
の
敵
で

あ
る
」
と
い
う
認
識
が
共
有

さ
れ
つ
つ
あ
る
▼
ほ
と
ん
ど

武
器
ら
し
い
も
の
も
な
く
、

共
通
の
思
い
だ
け
を
武
器
に

戦
い
を
続
け
る
。映
画
の
中
で

頻
繁
に
歌
わ
れ
る
曲
は
「
埴

生
の
宿
」（Hom

e! Sweet
Hom

e!

）だ
。
そ
ん
な
日
々

を
早
く
掴
み
た
い
。
︵
Ｏ
︶

　一般社団法人北海道保険医会は来る 2021 年 5 月 29 日に第
9回代議員総会を開催致します。その際に定款 27条及び第 30
条に則り、役員の任期満了に伴う選挙を行います。
　役員選挙に立候補しようとする者、又は候補者を推薦しよう
とする者は、下記事項に留意の上、届出期間内に必要書面を添
えて選挙管理委員会（本会事務局内）まで届け出願います。

記
１．役員選出数
　　理事　40名、監事　3名

2．役員の任期
　　 第 9 回代議員総会（2021 年 5 月 29 日）終結時から、

2年後の 2023 年開催の代議員総会の終結まで。

3．届出期間
　　4月 20日（火）～ 5月 7日（金）午後 5時まで
　　・ 立候補する場合は立候補届出書（様式 1号）を提出下

さい。
　　・ 候補者を推薦する場合は、推薦届出書（様式 2号）及

び候補者推薦届の承諾書（様式 3号）を提出下さい。
　　・ 届出書類は本会事務局に用意しておりますので、必要

のある方はご連絡下さい。

4．届出先
　　　〒 060-0042
　　　札幌市中央区大通西 6丁目 6　北海道医師会館 3階
　　　　一般社団法人北海道保険医会
　　　　　　　選挙管理委員会　委員長　三上　一成

以上

告示 役員の任期満了に伴う役員選挙の実施について
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多
く
の
医
療
機
関
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

応
、
厳
格
な
感
染
防
止
対
策

を
継
続
し
て
お
り
、
今
後
も

補
助
金
を
は
じ
め
と
し
た
手

厚
い
財
政
措
置
が
必
要
と
な

る
。
政
府
が
、
医
療
機
関
へ

の
支
援
と
し
て
実

施
し
て
き
た
「
医

療
機
関
・
薬
局
等

に
お
け
る
感
染
拡

大
防
止
等
支
援
事

業
」（
以
下
、
補
助

金
）
の
申
請
が
2

月
末
で
終
了
し
た

こ
と
を
受
け
、
3

月
12
日
、
本
会
は

「
感
染
拡
大
防
止

等
支
援
事
業
の
継

7575
歳
以
上

歳
以
上
22
割
負
担
を
撤
回
せ
よ

割
負
担
を
撤
回
せ
よ

負
担
増
は
だ
れ
の
た
め
か

　
政
府
の
全
世
代
型
社
会
保
障
会
議
は
昨
年
12
月
単
身
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
を

２
割
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
、
本
年
３
月
か
ら
健
康
保
険
法
改
正
法
案
の

国
会
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
75
歳
以
上
の
23
％
に
当
た
る
３
７
０
万
人
が
対
象

と
な
り
、
年
平
均
３
万
６
千
円
の
自
己
負
担
増
が
高
齢
者
の
生
活
を
直
撃
す
る
。

一
方
若
者
世
代
の
負
担
減
は
３
５
０
円
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
民
が
本
来
望
ん

で
い
る
改
革
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
会
は
負
担
増
の
撤
回
を
求
め
活
動
を
継
続
し

て
い
く
。

健
康
を

健
康
を

お
び
や
か
す
政
策

お
び
や
か
す
政
策

　

窓
口
負
担
を
引
き
上
げ
ら

れ
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

年
収
は
２
０
０
万
円
以
上
で
、

３
７
０
万
人
が
対
象
と
さ
れ

て
い
る
。総
務
省
に
よ
る
と
、

高
齢
者
家
計
は
既
に
年
間
27

万
円
も
の
赤
字
に
苦
し
ん
で

い
る
。
公
的
年
金
の
削
減
、

消
費
税
増
税
に
よ
り
貯
蓄
を

切
り
崩
し
生
活
し
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
窓
口
負
担
増
は

受
診
抑
制
を
更
に
悪
化
さ
せ

る
。
間
引
き
服
用
等
指
示
さ

れ
た
服
薬
が
行
わ
れ
て
い
な

い
場
合
も
見
ら
れ
る
。
今
回

の
コ
ロ
ナ
禍
の
受
診
抑
制
は
、

が
ん
な
ど
の
病
気
の
早
期
診

断
を
遅
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
時
の

病
状
悪
化
や
生
死
に
与
え
る

影
響
が
大
き
く
、
合
併
症
の

診
断
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
る

事
が
懸
念
さ
れ
る
。

世
代
間
の
負
担
解
消
？

世
代
間
の
負
担
解
消
？

　

窓
口
負
担
増
対
象
者
の
線

引
き
に
お
い
て
も
、
根
拠
や

合
理
性
が
明
確
に
示
さ
れ
て

い
な
い
。「
必
要
な
医
療
を
必

要
な
人
が
」
受
け
る
事
が
で

き
る
医
療
制
度
こ
そ
が
社
会

保
障
制
度
の
根
幹
で
あ
る
。

こ
の
社
会
保
障
制
度
は
、「
平

時
の
安
全
保
障
」
で
あ
り
、

制
度
の
改
革
は
コ
ロ
ナ
禍
の

「
有
事
」の
事
態
に
行
う
べ
き

事
で
は
な
い
。
健
康
保
険
法

改
悪
で
社
会
保
障
が
変
質
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
社

会
保
障
制
度
に
対
す
る
国
の

責
任
を
後
退
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
や
コ
ロ
ナ
禍

で
経
済
的
に
も
追
い
詰
め
ら

れ
た
家
族
に
も
大
き
な
打
撃

に
な
る
。

　

菅
総
理
は
「
若
者
と
高
齢

者
が
支
え
あ
い
、
若
者
世
代

の
負
担
の
上
昇
を
抑
え
つ
つ
、

す
べ
て
の
世
代
の
方
が
安
心

で
き
る
社
会
保
障
制
度
を
構

築
す
る
」
な
ど
と
し
「
少
し

で
も
多
く
の
方
に
支
え
る
側

と
し
て
活
躍
い
た
だ
き
、
能

力
に
応
じ
た
負
担
を
し
て
い

た
だ
く
」
こ
と
が
目
的
だ
と

述
べ
て
い
る
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
85
歳
以

上
は
現
行
の
１
割
負
担
で
も

窓
口
負
担
は
年
間
９
万
円
を

超
え
て
い
る
。
そ
れ
が
「
２

割
」
に
な
れ
ば
、
3
万
６
０

０
０
円
増
の
年
間
12
万
７
０

０
０
円
に
な
る
。
平
均
で
１

か
月
あ
た
り
１
万
円
を
超
え

る
支
出
と
な
る
。

　

収
入
の
少
な
い
高
齢
者
は

既
に
応
能
負
担
の
範
囲
を
超

え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
命

と
生
活
の
危
機
に
晒
さ
れ
て

い
る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
は

能
力
を
超
え
る
負
担
を
押
し

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

む
し
ろ
若
年
世
代
と
の
対
立

と
分
断
を
悪
化
さ
せ
る
懸
念

が
あ
る
。

だ
れ
の
た
め
の

だ
れ
の
た
め
の

高
齢
者
負
担
増
か

高
齢
者
負
担
増
か

　

従
業
員
の
社
会
保
険
料
の

半
分
は
事
業
所
負
担
で
あ
る

た
め
、
実
際
は
本
人
の
負
担

軽
減
は
３
５
０
円
で
あ
る
。

事
業
所
も
一
人
当
た
り
３
５

０
円
の
負
担
軽
減
で
あ
り
、

経
団
連
が
2
割
負
担
の
対
象

拡
大
を
強
く
求
め
た
の
も
こ

の
点
が
目
的
で
は
な
い
の
か
。

過
去
最
高
の
内
部
留
保
を
積

み
上
げ
る
大
企
業
に
応
分
の

負
担
を
求
め
る
べ
き
だ
。
協

会
け
ん
ぽ
の
安
藤
伸
樹
委
員

は
、
将
来
的
に
は
2
割
負
担

の
対
象
範
囲
を
高
額
医
療
費

の
「
一
般
区
分
」
全
体
に
広

げ
る
よ
う
に
求
め
、
さ
ら
に

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
も
見

直
す
こ
と
に
も
言
及
し
て
い

る
。
今
回
の
改
正
は
序
章
に

過
ぎ
な
い
。

　

能
力
に
応
じ
た
自
己
負
担

に
加
え
、
国
に
よ
る
税
の
投

入
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
消

費
税
増
税
分
の
分
配
や
防
衛

費
等
を
見
直
し
、
医
療
の
充

実
に
税
金
を
あ
て
る
べ
き
だ
。

本
会
は
さ
ら
な
る
負
担
増
を

阻
止
す
る
た
め
に
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

続
、
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る

要
請
」
を
田
村
厚
生
労
働
大

臣
へ
送
付
し
た
。

　

要
請
で
は
（
１
）
今
年
度

も
補
助
金
を
継
続
し
、
簡
便

に
精
算
す
る
仕
組
み
を
整
え

る
こ
と
（
2
）
補
助
金
の
申

請
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
医

療
機
関
に
対
し
て
、
経
費
の

対
象
期
間
や
申
請
期
間
な
ど

を
周
知
す
る
（
3
）
送
付
先

の
間
違
い
や
書
類
不
備
な
ど

に
関
し
て
柔
軟
に
対
応
す
る

¦

こ
と
を
求
め
た
。
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厚
労
省
の
「
医
療
従
事

者
の
需
給
に
関
す
る
検
討

会
・
医
師
需
給
分
科
会
」

が
３
月
４
日
に
開
催
さ
れ

総
医
師
数
の
抑
制
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
た
。

　

こ
の
抑
制
は
、
も
ち
ろ

ん
医
療
費
抑
制
策
の
一
環

で
あ
り
、
す
で
に
１
９
８

２
年
抑
制
方
針
が
閣
議
決

定
さ
れ
て
い
る
。
保
険
医

定
年
制
、
保
険
医
定
数
制

が
検
討
さ
れ
た
経
緯
も
あ

っ
た
。

　

そ
も
そ
も
日
本
の
医
師

数
は
各
国
と
比
較
し
て
極

め
て
少
な
い
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に

よ
る
と
人
口
千
人
あ
た
り

の
医
師
数
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

35
カ
国
（
平
均
３
・５
人
）

中
31
位
（
２
・
４
人
）
で

あ
り
、
世
界
全
体
で
み
る

と
１
９
３
カ
国
中
61
位
と
、

開
発
途
上
国
並
み
だ
。
医

学
部
卒
業
生
は
人
口
10
万

人
あ
た
り
６
・
９
人
で
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
平
均
13
・０
人
）

中
最
下
位
だ
。

　

日
本
の
医
療
の
質
は
世

界
最
高
レ
ベ
ル
と
評
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
医
師

が
低
医
療
費
の
も
と
長
時

間
労
働
も
厭
わ
ず
自
己
を

犠
牲
に
し
て
携
わ
っ
て
き

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
過
重
労
働
軽
減
の
た
め
、

医
師
の
働
き
方
改
革
が
策

定
さ
れ
、
労
働
時
間
が
規

制
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
２

０
２
４
年
度
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
開

業
医
は
該
当
せ
ず
、
そ
の

皺
寄
せ
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

医
師
偏
在
対
策
が
関
連

し
て
議
論
さ
れ
た
。
２
０

１
９
年
施
行
の
改
正
医
療

法
等
に
種
々
の
偏
在
対
策

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

不
足
地
域
の
医
師
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

地
域
枠
の
拡
充
は
、
実
際

に
効
果
を
発
揮
す
る
に
は

卒
後
10
数
年
は
要
し
、
即

効
性
は
な
い
。
ま
た
臨
床

研
修
・
専
門
研
修
段
階
の

医
師
を
不
足
地
域
に
派
遣

さ
せ
る
対
策
に
対
し
て
は
、

「
指
導
医
の
問
題
や
患
者

の
不
安
感
も
あ
る
」
と
い

う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

２
０
０
４
年
、
強
引
に

医
局
制
度
を
破
壊
し
新
臨

床
研
修
制
度
を
導
入
し
て
、

地
域
医
療
を
崩
壊
さ
せ
た

こ
と
へ
の
反
省
は
な
い
。

　

外
来
に
つ
い
て
も
開
業

制
限
の
取
り
組
み
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。
偏
在
対
策

が
医
師
数
抑
制
の
隠
れ
蓑

に
さ
れ
か
ね
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
は
、

保
健
体
制
の
縮
小
と
医
療

費
削
減
が
大
き
な
一
因
だ
。

医
療
従
事
者
や
資
源
に
余

裕
が
な
け
れ
ば
、
災
害
や

新
興
感
染
症
に
立
ち
向
か

え
な
い
。
効
率
追
求
で
は

医
療
は
成
立
し
な
い
こ
と

を
改
め
て
示
し
て
い
る
。

　

最
高
レ
ベ
ル
を
維
持
す

る
た
め
に
、
医
師
数
抑
制

な
ど
言
語
道
断
だ
。

医
師
数
抑
制
は
論
外
だ

35.8%

16.0%

44.4%

3.7% 0.0%

ある

ない

わからない

その他
NA

35.0%

20.8%

38.3%

4.4% 1.6%

出来ている

出来ていない

まだ読んでいない

その他
NA

55.7%33.9%

9.3% 1.1%

している

していない

未定
NA

62.3%26.2%

5.5% 6.0%

ある

ない

その他
NA

36.1%

34.4%

20.8%

6.0% 2.7%

可能

不可能

わからない

その他

ＮＡ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
国
や
自
治
体
は
医
療
機
関
へ
参
加
協
力
を
強

く
求
め
て
い
る
が
、
現
場
対
応
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
３
月
時
点
で
の
状
況
を
調
べ
る

た
め
、
本
会
は
医
科
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
１
８
３
件
の
回
答
を
得
た
。
結
果
を
報
告
す
る

と
と
も
に
考
察
を
述
べ
る
。

情
報
不
足
で
現
場
は
混
乱

情
報
不
足
で
現
場
は
混
乱

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
」に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　
　
基

　
　
基  

本本  

情情  

報報

　

回
答
し
た
医
療
機
関
は
病

院
が
13
・
７
％
、
診
療
所
が

86
・
３
％
で
、
地
域
別
で
は

札
幌
市
内
の
医
療
機
関
が

48
・
１
％
、
診
療
科
別
に
見

る
と
、
一
般
内
科
が
51
・
４

％
で
あ
っ
た
。
回
答
者
の
年

齢
層
は
50
歳
以
上
が
91
・
２

％（
50
歳
以
上
60
歳
未
満
19
・

１
％
、
60
歳
以
上
72
・１
％
）

と
多
数
を
占
め
て
い
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の  

参
加
状
況
に
つ
い
て

参
加
状
況
に
つ
い
て

　

55
・
７
％
の
医
療
機
関
が

「
接
種
に
参
加
予
定
」と
回
答

し   

図
１ 

、
そ
の
う
ち
62
・

８
％
の
医
療
機
関
が
一
般
内

科
で
あ
っ
た
。
集
団
接
種
、

個
別
接
種
に
「
参
加
予
定
」

と
回
答
し
た
医
療
機
関
は
そ

れ
ぞ
れ
47
・
１
％
、
79
・
4

％
と
、
個
別
接
種
に
参
加
す

る
医
療
機
関
が
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
内
で
安

静
に
待
機
で
き
る
場
所
が
確

保
可
能
か
の
設
問
に
つ
い
て

は
62
・
3
％
が
「
可
能
」
と

回
答
し
、
急
変
患
者
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
36
・
１
％
が

「
で
き
る
」
と
し
て
い
る
一

方
、
診
療
所
で
は
「
待
機
場

所
が
待
合
室
に
な
る
た
め
不

安
」、密
に
な
る
恐
れ
か
ら「
複

数
人
の
対
応
は
困
難
」
と
の

意
見
も
見
ら
れ
た   

図
２    

図

３ 

。

　

Ｖ-

Ｓ
Ｙ
Ｓ
に
つ
い
て
は

35
・
8
％
が
不
安
を
感
じ
て

い
る
と
回
答
し   

図
４ 

、62
・

３
％
が
国
か
ら
発
信
さ
れ
る

「
副
反
応
へ
の
情
報
は
不
十

分
」
と
し
て
い
た
。

　

超
低
温
冷
凍
庫
や
低
温
冷

凍
庫
の
用
意
が
で
き
る
と
回

答
し
た
医
療
機
関
も
少
な
い

な
が
ら
も
み
ら
れ
た
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
な
い
医
師

は
６
・
０
％
と
少
な
か
っ
た

が
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
将

来
的
な
副
反
応
が
心
配
」
と

い
う
も
の
が
一
番
多
か
っ
た
。

　

医
療
機
関
向
け
の
手
引
き

に
つ
い
て
は
35
・
０
％
が
内

容
を
理
解
し
て
い
た
が
、
一

方
で
38
・
３
％
が
「
ま
だ
読

ん
で
い
な
い
」
と
回
答
し

た   

図
５ 

。
手
引
き
の
内
容

は
予
約
・
請
求
な
ど
の
事
務

部
門
と
薬
剤
の
管
理
・
接
種

実
施
の
医
療
部
門
が
混
在
し

て
い
て
わ
か
り
に
く
く
読
み

に
く
い
よ
う
だ
。

　

意
見
で
は
「
意
向
調
査
以

後
の
連
絡
が
な
い
」「
効
果
や

副
反
応
に
対
す
る
情
報
不
足
」

「
副
反
応
に
対
す
る
接
種
施

設
へ
の
責
任
問
題
」「
突
然
の

予
約
取
り
消
し
な
ど
に
よ
る

残
薬
な
ど
へ
の
対
応
」
―
な

ど
、
情
報
不
足
を
訴
え
る
内

容
が
多
く
み
ら
れ
、
情
報
伝

達
の
体
制
を
早
く
整
え
、
的

確
な
情
報
共
有
を
求
め
る
声

が
多
か
っ
た
。

　
　
考　
　
　
察

　
　
考　
　
　
察

　

接
種
は
ワ
ク
チ
ン
の
入
手

困
難
も
あ
り
遅
れ
て
い
る
。

当
初
は
接
種
効
率
の
良
い
集

団
接
種
を
中
心
に
実
施
計
画

を
進
め
て
い
た
が
、
医
療
者

の
確
保
が
難
し
く
、
ま
た
、

か
か
り
つ
け
医
で
接
種
を
希

望
す
る
通
院
患
者
も
多
い
た

め
、
個
別
接
種
を
増
や
す
方

向
で
方
針
転
換
し
て
い
る
よ

う
だ
。
札
幌
市
も
個
別
接
種

を
主
体
に
行
う
計
画
へ
と
移

行
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
も
個
別
接
種
に
参

加
予
定
の
医
療
機
関
は
５
割

以
上
と
多
く
、
個
別
接
種
は

さ
ら
に
拡
大
し
そ
う
だ
。

　

個
別
接
種
で
は
ワ
ク
チ
ン

は
少
量
ず
つ
基
本
型
接
種
施

設
よ
り
再
配
分
と
な
る
。
集

団
接
種
と
異
な
り
、
予
約
管

理
の
煩
雑
さ
、
予
定
通
り
の

数
量
の
配
布
、
小
分
け
し
て

末
端
の
施
設
ま
で
届
け
る
際

お
よ
び
各
施
設
で
の
適
切
な

温
度
管
理
、
当
日
の
急
な
予

約
取
り
消
し
な
ど
で
問
題
が

生
じ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
待
機

場
所
の
確
保
は
６
割
以
上 

が
、
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
副
反

応
へ
の
対
応
は
４
割
弱
の
医

療
機
関
が
対
応
可
能
だ
っ

た
。
副
反
応
が
出
た
場
合
の

治
療
や
、
解
熱
鎮
痛
剤
の
予

防
投
与
に
つ
い
て
は
国
が
負

担
す
る
よ
う
だ
が
、
と
り
あ

え
ず
は
医
療
保
険
を
利
用
す

る
し
か
な
さ
そ
う
だ
。
こ
れ

ら
の
対
応
は
医
療
機
関
で
行

う
個
別
接
種
の
方
が
対
応
し

や
す
い
。

　

個
別
接
種
の
利
点
は
接
種

の
手
軽
さ
と
副
反
応
に
対
し

て
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
な
ど

安
全
性
が
高
い
こ
と
だ
が
、

弱
点
は
接
種
効
率
が
悪
く
な

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

個
別
接
種
で
は
通
常
一
人
分

用
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す

る
。
現
在
の
複
数
人
数
分
の

バ
イ
ア
ル
を
個
別
接
種
に
使

用
す
る
と
各
施
設
で
一
人
二

人
分
の
残
薬
が
出
た
と
し
て
、

合
計
す
れ
ば
全
国
で
は
万
単

位
の
損
失
に
な
っ
て
し
ま

う
。
接
種
効
率
を
改
善
す
る

た
め
に
は
各
施
設
で
の
接
種

の
自
由
度
を
か
な
り
上
げ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
の
計
画
は
集
団
接
種

を
想
定
し
て
作
成
し
て
お
り
、

被
接
種
者
の
選
定
な
ど
実
施

用
件
が
厳
し
く
、
自
由
度
が

低
い
。
基
本
計
画
に
沿
っ
た

形
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
実

施
に
つ
い
て
は
現
場
の
人
間

の
裁
量
に
任
せ
る
な
ど
、
よ

り
柔
軟
性
の
あ
る
合
理
的
な

対
応
を
進
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

意向調査は返答したが、その他全く情報がない。V-SYSも番号がこず、どういうもの
か不明である。
効果の持続が不明のため、年何回接種が必要なのかわからない。
中長期的な副反応についてなんらエビデンスがない。現時点での海外での有効性は認
識しているが、それであっても現在の日本やその他東アジアの諸国などのような重症
患者の少ない国で、ワクチンを接種するベネフィットが疑問である。クラスターの発
生している高齢者の施設等の対策の方が優先度が高いと思われる。
こんなくだらぬワクチンに20兆円も使い75歳以上の負担を2割に上げるなど言語道
断に思う。
海外からの情報からも、今回のファイザー製ワクチンは人類にとって非常に危険な製
剤のため、職員含めて接種は拒否しています。その意味も含めまして、集団・個別接
種への協力は否定的です。
個別で副反応の際、バックアップ体制をきちんと提示してほしいです。そうすれば個
別で行える医療機関も増えると思います。
もし、自院でワクチン接種をするとしたら、アナフィラキシーに対処するための整備
が必要となり、費用負担が発生する。また、２人同時にアナフィラキシーが起こったら、
２人の人命救助を行うことは不可能。１人でも起こったら、通常の診療は行えなくなる。
国民のみなさんのおかげで、医療従事者になれたのだからせめてワクチンの有効性、
副反応等が出るかを見て欲しいため、実験材料となることを希望します。
入荷予定の情報が少ない。1本が5人、10人分となれば集団接種のほうが良いと考え
るが当地域では個別接種となり対応が大変。
接種した医療機関の責任を問うならやらない。協力のつもり。
ワクチン接種を引き受ける医療機関への報酬が、事務仕事が多いのに安すぎる。
ワクチン供給体制が不安、解凍時間等もありスムーズにできるか。
集団接種が望ましいと考える。
余ったものは、年齢を問わず自由に接種させて欲しい。

 表  コロナ感染症に関して自由意見（一部抜粋）

 図１  �個別接種・集団接種へ
の参加予定

 図４  �V-SYSへの不安  図５  �医療機関向けの手引きの内容理解

 図３  �急変への対応 図２  �安静に待機できる場所

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100にはならない
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私
は
こ
の
原
稿
を
、
３
月

26
日
に
書
い
て
い
る
。
テ
レ

ビ
で
は
プ
ロ
野
球
開
幕
戦
、

楽
天
対
日
本
ハ
ム
戦
が
放
送

さ
れ
て
い
る
。
無
事
プ
ロ
野

球
が
開
幕
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー

の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
も
、
順
調

に
試
合
が
消
化
さ
れ
て
い

る
。
大
相
撲
春
場
所
も
終
盤

戦
だ
。
ど
れ
を
見
る
か
迷
っ

て
し
ま
う
。
何
て
幸
せ
な
悩

み
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
、
私

は
大
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
好
き

で
あ
り
、
と
り
わ
け
プ
ロ
野

球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
大
相
撲
、

プ
ロ
レ
ス
の
大
フ
ァ
ン
で
あ

る
。
昨
年
の
今
頃
は
、
こ
れ

ら
の
全
て
が
中
断
さ
れ
て
お

り
、
地
獄
の
よ
う
な
日
々
で

あ
っ
た
。
簡
単
に
、
昨
年
の

経
過
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

　
〈
プ
ロ
野
球
〉　

３
月
９
日

に
、
３
月
20
日
に
予
定
し
て

い
た
開
幕
の
延
期
が
発
表
さ

れ
る
。
５
月
25
日
に
６
月
19

日
の
開
幕
が
発
表
さ
れ
、
無

事
に
無
観
客
で
は
あ
る
が
開

幕
し
た
。

　
〈
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
〉　

１
月
12
日
に
予
定
通

り
開
幕
し
、以
後
第
６
節（
２

月
22
日
、
23
日
）
ま
で
試
合

が
行
わ
れ
る
も
、
以
後
の
試

合
は
中
断
と
な
り
、
そ
の
ま

ま
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

　
〈
大
相
撲
〉　

１
月
12
日
～

26
日
に
通
常
通
り
初
場
所
が

開
催
さ
れ
る
。
３
月
８
日
～

３
月
22
日
に
無
観
客
に
て
春

場
所
が
開
催
。
５
月
24
日
か

ら
開
催
予
定
で
あ
っ
た
夏
場

所
は
中
止
と
な
る
。
７
月
19

日
～
８
月
２
日
に
名
古
屋
か

ら
両
国
に
場
所
を
変
更
し
、

７
月
場
所
を
有
観
客
で
開
催

（
通
称
は
名
古
屋
場
所
だ
が
、

７
月
場
所
で
統
一
さ
れ
て
い

た
）。

　
〈
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
〉　

２

月
26
日
を
最
後
に
興
行
が
中

断
さ
れ
、
６
月
15
日
に
無
観

客
で
興
行
が
再
開
さ
れ
た
。

　

こ
の
様
に
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
昨
年
の
４
月
か
ら
５

月
は
全
滅
で
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、
日
常
当
た
り
前
の
よ
う

に
行
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
が
全
く
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
は
、
大
い
な
る
ス
ト
レ

ス
で
あ
っ
た
。
現
在
、
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
が
で
き
る
喜
び
を

大
い
に
か
み
し
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
ふ
と
テ
レ
ビ
を
見

る
と
、
日
本
ハ
ム
が
大
差
で

負
け
て
い
る
。
し
か
し
、
腹

は
た
た
な
い
。
そ
こ
に
彼
ら

の
躍
動
す
る
姿
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で
満
足
だ
。

　　

現
在
の
髪
型
は
坊
主
頭

（
５
厘
刈
り
）
で
あ
る
。

　

自
分
は
小
学
校
、中
学
校
、

高
校
、
大
学（
北
大
歯
学
部
）

と
ず
っ
と
野
球
部
で
、
小
・

中
・
高
は
時
代
も
あ
り
、
野

球
部
全
員
シ
ー
ズ
ン
中
は
坊

主
頭
だ
っ
た
。
小
さ
い
頃
は

坊
主
頭
に
対
し
そ
ん
な
も
の

か
と
思
っ
て
い
た
。

　

大
学
に
入
り
髪
を
伸
ば
し

赤
茶
色
に
染
め
、
大
学
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
た
の
だ
が
、

髪
を
伸
ば
し
て
初
め
て
気
付

く
。
何
と
も
こ
れ
は
面
倒
く

さ
い
。
ま
た
、
自
分
の
毛
の

伸
び
方
が
異
常
で
、
重
力
に

反
し
て
直
立
不
動
に
伸
び
、

毎
日
ム
ー
ス
で
固
め
髪
を
セ

ッ
ト
す
る
が
、
ム
ー
ス
が
汗

で
溶
け
て
効
果
が
な
く
な
っ

て
く
る
と
、
ピ
ョ
ー
ン
と
髪

の
毛
が
真
っ
す
ぐ
立
つ
の

だ
。
そ
れ
は
そ
れ
は
煩
わ
し

い
毎
日
だ
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
角
刈
り
、

ス
ポ
ー
ツ
刈
り
を
経
て
、
坊

主
頭
へ
。
5
分
刈
り
か
ら
始

ま
り
、
2
分
刈
り
、
5
厘
刈

り
に
落
ち
着
い
た
。
も
う
今

で
は
寝
癖
を
気
に
す
る
必
要

も
な
く
、
洗
髪
も
簡
単
で
、

乾
か
す
の
も
タ
オ
ル
で
拭
け

ば
も
う
終
わ
り
。
非
常
に
楽

で
あ
る
。
ま
た
、
今
は
コ
ロ

ナ
禍
。
感
染
予
防
の
た
め
に

診
療
中
キ
ャ
ッ
プ
を
被
っ
て

い
る
が
、
外
し
た
時
に
髪
の

毛
が
ペ
ッ
タ
ン
コ
と
な
る
こ

と
が
な
い
。
な
ん
て
、
坊
主

頭
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
。

　

自
分
の
息
子
は
現
在
中
学

１
年
生
。
部
活
は
バ
ス
ケ
な

の
だ
が
、今
の
こ
の
ご
時
世
、

坊
主
頭
は
ど
の
部
活
で
も
禁

止
と
な
っ
て
い
る
。
上
級
生

が
坊
主
頭
だ
と
、
強
制
で
は

な
い
が
下
級
生
も
坊
主
頭
に

す
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
理
由
か
ら
ら
し
い
。

　

で
も
、
逆
に
言
え
ば
、“
坊

主
頭
に
す
る
”
と
い
う
自
由

を
奪
っ
て
い
る
気
が
す
る
。

中
に
は
、
自
分
の
よ
う
に
髪

型
に
対
し
て
無
頓
着
で
、
坊

主
頭
の
ほ
う
が
楽
で
い
い
と

思
う
人
も
い
る
と
思
う
。
そ

ん
な
話
を
う
ち
の
奥
さ
ん
に

す
る
と
、「
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
に
は

坊
主
頭
の
人
い
な
い
で
し
ょ
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
に
は

坊
主
頭
で
成
功
さ
せ
、
カ
ッ

コ
い
い
ん
だ
よ
と
流
行
ら
せ

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
坊
主
頭
に
は
、
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
そ
れ
は
、

恰
幅
の
良
い
小
太
り
が
、
綿

パ
ン
を
履
い
て
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
羽
織
っ
て
、
そ
の
頭
が
坊

主
頭
だ
と
、
そ
の
姿
は
ま
さ

に
任
侠
映
画
に
出
て
く
る
強

面
の
姿
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
で
き
る
喜
び

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
で
き
る
喜
び

札
幌
支
部　
札
幌
東
ク
リ
ニ
ッ
ク　

江
端　
真
一

坊
主
頭

坊
主
頭苫

小
牧
市　
は
な
ぞ
の
歯
科　

鹿
内　
秀
高

お申込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

①法人加入は原則全額損金算入できます。
②断然安い保険料で最高6,000万円まで保障します。
③面倒な医師の診査は不要。簡単な告知でお申込みできます。
④ライフプランに合わせていつでも増額・減額が可能です。

メ
リ
ッ
ト

〈お申込み資格〉・会員·配偶者…満65歳６ヶ月未満の方
　　　　　　　・こども…満２歳６ヶ月超　満22歳６ヶ月以下の方

月額保険料と保障金額　＜会員本人　男性の場合＞　※一部抜粋
保険年齢 6,000万円 5,000万円 1,000万円 500万円

46～50歳 14,100円 11,750円 2,350円 1,175円
51～55歳 20,520円 17,100円 3,420円 1,710円
56～60歳 29,640円 24,700円 4,940円 2,470円
61～65歳 45,360円 37,800円 7,560円 3,780円

死亡時・高度障害時にお支払いする保険グループ保険
過去5年
平均配当率
約30％ !

大
樹
生
命・富
国
生
命
よ
り
制
度
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た

　

３
月
13
日
、
全
道
各
地
か

ら
担
当
委
員
が
出
席
し｢

共

済
制
度
運
営
委
員
会｣

を
初

の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催

し
た
。

　

は
じ
め
に
加
藤
会
長
よ
り

春の共済募集がはじまりました春の共済募集がはじまりました
保険医年金・休保制度の受付開始！保険医年金・休保制度の受付開始！

　

続
い
て
、
本
会
の
共
済
制

度
で
あ
る
保
険
医
年
金
・
グ

ル
ー
プ
保
険
・
保
険
医
休
業

保
障
共
済
保
険
（
以
下
、「
休

保
制
度
」）に
つ
い
て
、
現
在

の
加
入
状
況
や
収
支
・
決
算

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
保
険

医
年
金
・
グ
ル
ー
プ
保
険
は

幹
事
会
社
で
あ
る
大
樹
生

命
・
富
国
生
命
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
行
わ
れ
、
順
調
に

推
移
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

　

最
後
に
菅
野
共
済
部
長
は

「
共
済
制
度
の
健
全
な
制
度

運
営
の
た
め
に
は
若
年
層
の

加
入
者
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
。
今
後
も

加
入
者
拡
大
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
、
閉

会
し
た
。

　

４
月
１
日
よ
り
、
保
険
医

年
金
・
休
保
制
度
の
新
規
募

集
が
再
開
し
ま
し
た
。

　

保
険
医
年
金
は
低
金
利
の

情
勢
の
中
で
も
安
定
し
た
運

営
と
高
い
予
定
利
率
で
、
多

く
の
先
生
か
ら
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

１
５
５
名
の
先
生
か
ら
お
申

込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
保
制
度
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
多
く
の
関
心

を
い
た
だ
き
、
直
近
７
年
間

で
最
高
の
お
申
込
み
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ご
加
入
い
た
だ
い
て

い
な
い
先
生
は
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

メリット
①加入時の掛金が満期までずっと続きます。
②�掛け捨てではなく、脱退時には� �
脱退給付金が支払われます。� �
（※加入後３年以上の場合）

新型コロナウイルス感染症（疑い）も給付対象です。
※�給付要件として、第三者の医師への受診及び第三者の医師が休業を必要
と認めた医療証明書の提出が必要です。保障開始日や制度内容の詳細は
本会事務局までお問合わせください。

（2021年1月1日現在）

保険医年金

保険医休業保障共済保険

予定利率（最低保証利率）1.259％

お申込み締切日：６ 月25日
加　　入　　日：９ 月 １ 日

お申込み締切日：５ 月25日
加　　入　　日：８ 月 １ 日

積立方法 ２種類の方法から選べます（月払:1口1万円〜／一時払:1口50万円〜）

※積立額は概算です。※給付額は現時点では確定しておらず、変動（増減）する可能性がございます。

上図保険医年金積立金額イメージ　　■ 掛金　　■ 積立額（脱退一時金額）

①月払でコツコツと （万円） （万円）②一時払で一気に

60
120

240

360

60.4
124.4

264.2

421.1

5年 10年 20年 30年

例：1口（１万円）のご加入例

（経過年数）

103.7 109.9
123.4

138.6

5年 10年 20年 30年

例：2口（100万円）のご加入例

100万円 
（掛金）

（経過年数）

共
済
制
度
運
営
委
員
会
を
開
催

共
済
制
度
運
営
委
員
会
を
開
催

「
本
会
で
は
各
種
共
済
事
業

に
加
え
、昨
年
６
月
よ
り『
合

同
会
社
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北

海
道
』
を
設
立
し
、
新
た
に

損
保
商
品
の
取
り
扱
い
を
始

め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が

猛
威
を
ふ
る

い
、
先
行
き

が
不
透
明
と

な
る
中
で
も
、

会
員
の
た
め

今
後
も
よ
り

良
い
活
動
を

行
っ
て
い
く
」

と
挨
拶
が
あ

っ
た
。
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早
朝
散
歩
の
独
り
言

真
井　

康
博
先
生

２
月
21
日
ご
逝
去（
70
歳
）

　厚労省から「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その 39）」（事務連絡）が発出され、経過措置
が設けられている施設基準の期間延長や診療報酬改定以降に新基準を満たさなくなった場合の対応等が示されております。下記に概略を
掲載しましたが、手術の実績件数等に関するものは割愛しておりますので、通知の詳細は本会ホームページや厚労省ホームページをご覧
ください。

＜ 概 要 ＞
・2020年度（令和2年度）診療報酬改定で経過措置が設けられた施設基準について、2021年9月30日まで延長する。
・ 2020年度診療報酬改定後の新基準を2021年4月以降に適用した際に、要件を満たせなくなる場合は同事務連絡で示された
「様式2」を用いて北海道厚生局へ報告する。

①重症度、医療・看護必要度該当患者割合等2020年度（令和2年度）診療報酬改定で「経過措置」が設けられた施設基準の取扱い

2021年9月30日まで経過措置が延長された項目

・重症度、医療・看護必要度（急性期一般入院基本料など）

・入退院支援加算3（小児患者の在宅移行に係る研修要件）

・回復期リハビリテーション病棟入院料1・3
（リハビリテーションの効果に係る実績指数など）

・地域包括ケア病棟入院料
（入退院支援部門に係る要件、入院料1または3については診療
実績に係る要件）

②様式を用いた厚生局への提出（報告）時期 ※参考

改定後の新基準
による要件

算定継続
（遅くとも10月には再届出予定）

算定継続
（9月末まで予定）

「様式２」を厚生局に提出
（②を参照）

満たす

満たさない

理
事
会
だ
よ
り

■
第
12
回
理
事
会

日
時　

３
月
23
日（
火
）

場
所　

本
会
会
議
室
（
ウ
ェ

ブ
）

協
議
事
項

①
４
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②
２
０
２
０
年
度
総
括
活
動

報
告︵
案
︶、
２
０
２
１
年

度
総
括
活
動
方
針
︵
案
︶

に
つ
い
て

③
２
０
２
１
年
度
予
算︵
案
︶

に
つ
い
て

④
各
部
の
活
動
報
告
及
び
活

動
方
針
の
第
２
次
案
に
つ

い
て

⑤
役
員
選
挙
告
示
に
つ
い
て

⑥
支
部
活
動
費
の
活
動
支
援

金
の
支
給
に
つ
い
て

⑦
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

︿
３
月
﹀

13
日　

開
業
医
の
た
め
の
実

務
セ
ミ
ナ
ー　

ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
編

　
　

共
済
制
度
運
営
委
員
会

23
日　

第
12
回
理
事
会　

保
険
医
会
の
動
き

【保険の特長】
●�ケガや病気により働けない期間、平均月間所得額の範囲で個人の収入を
補償します。

●�保険料のお支払いに「医療法人口座」を指定される場合は、保険料が損金
扱いになります。その場合は医療法人の役職員全員にご加入いただきます。
※本会会員が医療法人代表者（理事長）であることが条件です。

● 無事故戻し返れい金はありませんので、その分掛金がお安くなっています。
●保険料には団体割引15％が適用されます。

【保険の特長】

団体所得補償保険

お問い合わせは　北海道保険医会　 Tel  011- 231- 6281　まで

経過措置の再延長

4月30日 6月30日 9月30日

2021年（令和3年）4月から取扱い 〇 〇 〇

2021年　　〃　　5月から取扱い － 〇 〇

2021年　　〃　　6月から取扱い － 〇 〇

2021年　　〃　　7月から取扱い － － 〇

2021年　　〃　　8月から取扱い － － 〇

こ
こ
一
年
間
、早
朝
の
散

歩
を
続
け
て
い
る
。
朝
５
時

か
ら
50
分
弱
程
度
で
は
あ
る

が
休
ん
だ
日
は
な
い
。
キ
ツ

ネ
が
時
々
出
迎
え
て
く
れ
る

事
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
人

に
会
う
こ
と
も
無
く
感
染
症

を
気
に
せ
ず
自
由
に
過
ご
せ

る
貴
重
な
時
間
で
あ
る
。
日

の
出
が
遅
い
冬
の
散
歩
は
足

下
が
滑
ら
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
な
が
ら
、
満
月
は
西
の

空
に
、
三
日
月
は
少
し
東
の

方
に
月
を
眺
め
な
が
ら
日
本

の
カ
グ
ヤ
と
オ
キ
ナ
は
遠
く

去
っ
て
い
っ
た
の
に
オ
ウ
ナ

は
ま
だ
月
の
周
り
に
居
る
の

か
な
ど
と
思
っ
て
い
る
。

さ
て
最
近
、月
を
め
ぐ
っ

て
中
国
、
ロ
シ
ア
、
欧
米
そ

し
て
中
東
の
諸
国
が
し
の
ぎ

を
削
っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
が
ネ
ッ
ト
上
で
見
受
け

ら
れ
る
。
月
に
あ
る
資
源
開

発
は
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
源
の
ヘ
リ
ウ
ム
３
が
目

的
ら
し
い
。
安
全
な
核
融
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
月
か
ら

地
球
に
持
ち
帰
っ
て
利
用
す

る
思
惑
が
あ
る
ら
し
い
。
月

に
あ
る
ヘ
リ
ウ
ム
３
を
手
に

入
れ
、
高
温
で
の
核
融
合
が

可
能
に
な
れ
ば
何
十
年
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
確
保
で
き
る

と
書
い
て
あ
る
。
わ
ず
か
数

ト
ン
で
日
本
の
一
年
分
の
電

力
が
作
れ
る
ら
し
い
。

化
学
に
疎
い
小
生
が
文

献
を
調
べ
て
み
る
と
ヘ
リ
ウ

ム
３
は
ト
リ
チ
ウ
ム
が
β
崩

壊
し
た
後
に
出
来
る
と
の
記

載
を
見
つ
け
た
。
ト
リ
チ
ウ

ム
は
福
島
原
発
事
故
で
大
量

に
重
水
素
水
い
わ
ゆ
る
汚
染

水
と
し
て
厄
介
者
に
な
っ
て

い
る
。
汚
染
水
を
処
理
し
て

ト
リ
チ
ウ
ム
を
分
離
で
き
れ

ば
月
ま
で
行
か
な
く
て
も
ヘ

リ
ウ
ム
３
が
手
に
入
れ
る
と

思
っ
て
い
た
ら
、
な
ん
と
汚

染
水
に
含
ま
れ
る
ト
リ
チ
ウ

ム
は
平
成
30
年
で
わ
ず
か
20

ｇ
程
度
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ

の
20
ｇ
の
た
め
に
多
く
の
人

の
生
活
が
犠
牲
と
な
り
そ
の

貯
蔵
に
多
額
の
費
用
と
土
地

が
費
や
さ
れ
て
い
る
。

鉄
腕
ア
ト
ム
や
鉄
人
28

号
に
あ
こ
が
れ
、
現
実
の
新

幹
線
や
自
動
車
開
発
を
目
の

当
た
り
に
し
て
育
っ
た
小
生

は
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や
は
や
ぶ

さ
２
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に

触
れ
日
本
の
科
学
技
術
の
水

準
を
信
じ
て
い
た
。
し
か
し

最
近
の
原
発
事
故
処
理
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
、

ワ
ク
チ
ン
開
発
が
遅
れ
る
姿

を
見
て
ひ
と
時
の
幻
想
だ
っ

た
事
を
痛
感
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
日
の
出
も
早
く
な
り

太
陽
コ
ロ
ナ
を
感
じ
な
が
ら

早
朝
散
歩
を
続
け
る
と
し
よ

う
。

︵
松
本
︶


